








基本理念

共生
～より良い未来へ、ともに進もう～

基本方針

地域社会に必要とされる組織への推進
会員にとって価値のある組織への推進
未来に繋ぎ成長し続ける組織への推進

オープニングアクト　脇町高校吹奏楽部
オープニングムービー

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.

９.
１０.
１１.
１２.

２
３

....

.....

..

..

......

......

.......

.....

...

..

開式宣言
国歌斉唱
JCソング斉唱
JCIクリード唱和
JCIミッション唱和
JC宣言文朗読並びに綱領唱和
理事長挨拶
来賓祝辞
　徳島県知事
　美馬市長
　つるぎ町長
　日本青年会議所会頭
　日本青年会議所四国地区協議会会長
　徳島ブロック協議会会長
歴代理事長紹介・歴代理事長代表挨拶
スポンサー JC（阿波池田JC）への感謝状・記念品贈呈
スポンサー JC（阿波池田JC）理事長挨拶
閉式宣言

40周年記念式典プログラム









08

理事長挨拶

C
erem

ony

理事長挨拶





















18

祝　辞

　このたび、一般社団法人美馬青年会議所が設立４０周年を迎えられましたこと、スポ

ンサー LOMとして心からお慶び申し上げます。

　昭和５６年の設立以来長きにわたり、目まぐるしく移り行く時代の中、それぞれの

時代に沿った運動を展開し、「明るい豊かな社会の実現」のため、 地域社会発展に向け、

行政、市民の皆様と共にご尽力された先輩諸賢、そしてその組織の色を受け継ぎ、努力

を惜しまない現役メンバーの皆様に深く敬意を表します。

　本年、遠藤圭介理事長の掲げた「共生～より良い未来へ、ともに進もう～」の基本理念の

もとコロナ禍においても運動・活動を通し、今できることを一歩ずつ進めてこられ、

明るい豊かな社会を実現するために邁進する姿は青年会議所としての規範とするところ

であります。 貴青年会議所が地域にとってなくてはならない存在であり続け、理事長

所信にもありますようメンバー一人ひとりが自覚を持ち、課題に対し共に悩み、運動を

おこし、自発的に行動し共に成長し、より力強い美馬青年会議所としてご活躍されます

ことをご期待申し上げます。

　新型コロナウイルスの影響は世界に広がり、未だ終息は見えておりません。先が見え

ない中、不安や困難が立ちはだかります。そんな中だからこそ私たち青年会議所の行動

力と柔軟な発想が、地域にとって必要不可欠だと思っています。「どうありたいのか」、

「どうあるべきか」、「今、解決すべき課題は何か」を常に考え、地域に希望を、子供たちに

笑顔を与え、情熱をもって歩みを止めることなく、共に取り組んでいきましょう。

　結びとなりますが、一般社団法人美馬青年会議所が記念すべき４０周年を新たな

スタートとして、地域からのより一層の信頼を集め、仲間との結束を強固に、周りへの

感謝を忘れることなく、更なる飛躍に向け力強く歩まれることを、今後とも両青年会議所

の相互友情を育みつつ切磋琢磨し、協力関係が変わることなく続きますよう心から

ご祈念申し上げ、お祝いのご挨拶とさせていただきます。

（公社）阿波池田青年会議所
理事長

真鍋　和也
Kazuya Manabe
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※卒業年度当時のものになります。

名　前 勤　務　先 卒業年

澤　田　篤　也

藤　岡　和　男

尾　方　昌　美

岡　部　洋　史

辻　　　貴　博

前　野　光　広

三　宅　利　久

山　口　直　樹

藤　田　茂　樹

笠　井　善　雄

津　川　政　仁

藤　本　宏　司

北　條　健　彦

安　芸　孝　晴

藤　野　晴　彦

三　宅　英　樹

岡　　　芳　剛

河　合　純　治

田　渕　宏　樹

浪　越　憲　一

郷　司　敦　史

三　好　　　亘

岩　本　英　司

香　西　芳　昭

佐　藤　勝　彦

友　成　　　大

豊　島　真　一

中　西　　　智

八　木　一　郎

脇　川　　　徹

遠　藤　公　信

辻　　　　　孝

（有）サワダ自動車

（有）フジオカ

尾方工務店㈲

（有）オカベ

貞光食糧工業（有）

（有）マエノ写真館

三宅歯科医院

やまぐち動物病院

ローソン脇町拝原店

（株）田村組

（株）津川組

（株）北條

安芸食品（有）

（医）藤野会 成田診療所

三宅生コン（有）

岡内科病院

（有）河合石材

（株）マックス設計

浪越製瓦企業組合

秘書

（有）うだつ保険事務所

（株）岩本総業・四国自動車総業

（有）こうざい調剤薬局

（福）健祥会

友成工業（株）

豊島建設（株）

（株）栄工製作所

（株）八木

（有）脇川商事

遠藤正気堂

理容 つじ

2002年

2003年

2004年

2004年

2004年

2004年

2004年

2004年

2005年

2006年

2006年

2006年

2007年

2008年

2008年

2008年

2009年

2009年

2009年

2010年

2011年

2011年

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2012年

2013年

2013年

名　前 勤　務　先 卒業年

藤　見　　　薫

森　　　清　一

森　藤　利　仁

内　藤　貴　喜

廣　川　雅　英

中　西　　　塁

西　村　信　彦

藤　本　　　剛

松　田　健一郎

一　井　真　憲

森　　　一　雄

吉　田　宥　玄

須　藤　多　恵

西　野　弘　二

藤　野　克　彦

吉　野　靖　司

秋　山　　　学

松　尾　友　記

美　馬　英　二

宇　山　佳　孝

佐尾山　由　宣

三　宅　裕　貴

伊　庭　佳　代

加　島　寛　之

川　田　浩　司

郡　　　一　志

小　角　有　里

佐 木々　喜庸史

髙　木　伸　也

西　尾　周　平

（株）トーケン

（有）森忠

（有）森藤電気工業所

（有）内藤建設

廣川商事（株）

（株）ファウント

焼肉DINING・AJITO

チャームショップふじもと

教員

（有）一井モータース

（有）森事務所

（宗）本楽寺

（有）ネオプレス

（株）ふれしあ保険事務所

（有）ハリカ徳島穴吹店

吉野機械設計.

やまびこ自動車

阿波市商工会

ＤＥＬＴＡ　plus

（株）宇山商事

（有）井川メガネ

居酒屋とまと

つるぎ木材加工協同組合

加島寛之司法書士事務所

（有）川田光栄堂本店

毎日プロパン（有）

（株）グローバル

（有）高木建設

（有）西尾組

2013年

2013年

2013年

2014年

2014年

2015年

2015年

2015年

2015年

2016年

2016年

2016年

2017年

2017年

2017年

2017年

2018年

2018年

2018年

2019年

2019年

2019年

2020年

2020年

2020年

2020年

2020年

2020年

2020年

2020年
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豊かな郷土、「美馬」を築くためにスローガン

 はじめに

 　本年は、1981年（昭和56年）に誕生した一般
社団法人美馬青年会議所が40年の節目を迎える
年です。
　美馬青年会議所設立趣意書には、「美馬郡一帯の
青年経済人の共感を求め、より住みよい、より豊か
な地域社会を創造する第一歩として若人の力を結
集し、たくましい行動力を発揮する団体「美馬青年
会議所」の設立を提唱します。」という文書があり
ます。
　これを基に設立され、修練、奉仕、友情の三信条
を基盤とし、青年としての英知と勇気と情熱を
もって明るい豊かな社会を築き上げるよう努力
してまいりました。
　諸先輩方がこれまで築きあげてきたものを今後
も継承していき、これを次の世代へと繋げていく
ために中長期計画を作成することとしました。
　豊かな郷土、「美馬」を築くために、というスロー
ガンは、設立宣言文の一文のイメージから作りま
した。すべての市民、また、我々のまちに関係する
方々豊かな郷土と感じることでき、そして豊かな
心ある人間を育める、そんな郷土にしたいという
思いがあります。
　その実現のためにも我々青年会議所は、過去を
見つめなおし美馬の明るい豊な社会の実現に向けて
この中長期計画を策定します。

 強固な組織づくり

 　我々美馬青年会議所のメンバーは設立時こそ
約70名と大人数でしたが、その後40名から30名
の間を推移しており、2021年現在33名となりました。
このまま、会員の減少が続くと、5年後には12名に
なります。このままでは、組織として存続することが
不可能になります。この1年、2年の間に会員拡大し、
メンバーを増やすことが必要です。
　そのためにも、我々の組織が価値あるものだと
いうことをこのまちの人に知ってもらうことが必要
です。そのためには、メンバー一人ひとりが美馬青年
会議所に所属していることに価値を見出し成長を
感じ取れる場所にしていかなければなりません。
　我々は、意識変革団体です。メンバーを獲得する
ためには、まず我々の意識も変えていかなくては
なりません。誰かを頼るのではなく、一人ひとりが
当事者意識を持ちながら考え方、行動し、様々な人材
を確保できるようにしていく必要があります。

我々の運動の拠点である美馬の現状について

 人口問題

　これを問題にしている自治体は日本全国のほと
んどの自治体について言えると考えられます。
2025年には団塊の世代がすべて後期高齢者とな
ります。超高齢化社会への突入はもう目前に迫って
います。
　現在の日本全体では、少子化が進行し出生数は
2008年から2019年まで右肩下がりで減少して
います。（厚労省調べ）

　また、美馬市・つるぎ町においては1950年の
96,010人（美馬市・つるぎ町人口ビジョン調べ）を
ピークに年々減少しており2020年では約36,000
人となっています。特に若者の都市部への流出に
伴い10代後半から～ 20代後半にかけての世代の
人口の減少が顕著です。それにより生産年齢人
口も減少し担い手不足や労働者不足につながって
います。また、市外への消費の流出に伴い様々な面
で活力の低下もみられます。

（一社）美馬青年会議所 中長期計画
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 人口減少することを受け入れる

　我々の住み暮らすまちである美馬市・つるぎ
町においては、都市部と比べてもっと速いス
ピードで少子高齢化の波が押し寄せています。こ
の波を食い止め人口を増加させることは、残念なが
ら不可能だと思われます。この現状を受け入れ持続
可能な社会を作り上げていくために価値のある運
動を行わなくてはなりません。
 

 環境、災害対策問題

　10年前の2011年に東日本大震災が起こりました。
この地震災害を契機に防災について様々な取り組
みがなされるようになりました。徳島でも必ず起
こるといわれている南海トラフ地震をはじめとし
て、温暖化等の気候変動により毎年のように各地で起
こる豪雨災害等の自然災害に晒されています。美馬
市つるぎ町においても、特に豪雨災害については、
毎年のように危機にさらされています。
　また、エコやリサイクルといった言葉は定着し
ていますが、実際にそれを行動として示すことはま
だまだできていません。限りある資源を有効に使い
美馬市・つるぎ町の豊かな自然を残していくため
にも循環型社会の構築についても考えなくてはい
けません。

 災害は対岸の火事ではないことを認識する

　美馬市・つるぎ町には吉野川をはじめとする
様々な河川があり、まちのほとんどが山地であり
総面積の80％が森林となっています。山地は、特
に降雨による土砂災害が起こりやすい地域でも
あります。我々を含め、まち全体で対策を考え、
「自助」と「共助」による防災力を高めていく必要が
あります。
　また、環境問題についても、まず我々が何か行動

することでその運動をまち全体に広げていかなく
てはなりません。
 

 我々を取り巻く社会環境

　我々を取り巻く社会情勢は目まぐるしい早さで
変化しています。時代の流れの中で、様々なものが
生み出され消えています。特に情報通信技術（ICT）
については、とてつもない速さで変化しています。
この変化に対応しながら我々の運動を行うことで、
その効果は何倍にも増幅することができます。
　ICTによって世の中の利便性が上がるなかで、
様々な要因が重なりICTを使うことができる者と
出来ない者での情報格差が問題になっています。
 

 地方でもできることはある

　美馬市・つるぎ町では都市部と比べると、様々
な格差があります。ただ、この技術をうまく使うこ
とで都市部と同じ条件下にすることができます。こ
の一つの例として、サテライトオフィスがありま
す。美馬市つるぎ町には、現在（2020年10月）1社
のサテライトオフィスがあり、地域の発展におい
て重要な役割を担っています。このサテライトオ
フィスの魅力の一つとしては、ワークライフバラン
スが挙げられます。都市部から若者がサテライト
オフィスに来ることで地元の人や企業と交わるこ
とで新しいものが生まれます。我々も積極的にこ
こにかかわっていけるように活動していきます。

 SDGsについて

　SDGsとは国連で2015年に採択され2030年を
期限とする、貧困や飢餓の根絶、福祉の推進など
17の開発目標のことで、国際社会全体の課題とし
て取り組まれているものです。
　日本青年会議所は2019年1月の京都会議にお
いて日本で一番のSDGs推進団体になると宣言
しました。美馬青年会議所についてもSDGsにつ
いて学びながら、美馬市・つるぎ町でいち早く推
進してきました。SDGsについては、美馬市にお
いても2020年度3月に発表された第3次美馬市
総合計画についても美馬市の総合計画に推進する
ことでSDGsの達成に貢献すると記載されていま
す。今後美馬市つるぎ町で一番のSDGs推進団体
として活動していきます。



 おわりに

　我々美馬青年会議所は40年という伝統のある組織です。美馬市・つるぎ町で青年経済人として日々運動
を行っています。我々の存在意義を高めるために、我々の運動の価値を高め、組織としての価値をまちの人に
知ってもらわなければなりません。
　今後も、まちづくり、ひとづくり、組織づくりを通じてこのまちが明るい豊かな社会へとなるように歩んで
参ります。運動を行う中で、苦しいときや価値を見出せないときもあると思います。
　意識が変われば行動が変わる。行動が変われば結果が変わると言われます。本年策定する中長期ビジョン
を基に我々美馬青年会議所は、課題に対して自覚を持ち、共に悩み運動を起こし、行動し共に成長しながら
美馬青年会議所の未来のため運動していきます。
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